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大
阪
駅
を
出
発
し
て
1
時
間
。

も
う
す
ぐ
終
点
篠
山
口
で
す
。
車

窓
に
は
収
穫
間
際
の
黄
金
色
の
穂

波
に
負
け
じ
と
深
紅
の
彼
岸
花
の

群
生
が
咲
き
誇
っ
て
お
り
、
誰
に

で
も
懐
か
し
い
原
風
景
が
流
れ
て

行
き
ま
す
。

車
中
、
こ
の
景
色
が
見
た
く
て

一
人
神
戸
か
ら
や
っ
て
来
た
年
配

の
ご
婦
人
に
も
お
会
い
し
ま
し
た
。

列
車
は
終
点
篠
山
口
に
到
着
。

隣
の
ホ
ー
ム
の
福
知
山
行
き
に
乗

り
換
え
て
谷
川
ま
で
行
き
ま
す
。

列
車
が
下
滝
駅
付
近
に
差
し
掛

か
る
と
篠
山
川
の
奇
岩
、
断
壁
、

深
淵
が
渓
谷
の
緑
と
調
和
し
て
景

勝
地
と
言
わ
れ
る
川
代
渓
谷
が
車

か
わ
し
ろ

窓
か
ら
覗
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
地
で
２
０
０
６
年
恐

竜
の
化
石
が
発
見
さ
れ
、
丹
波
竜

と
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

谷
川
駅
で
は
支
線
加
古
川
線
の

西
脇
市
行
き
の
電
車
が
待
っ
て
い

ま
し
た
。
出
発
は
32
分
後
の
12

時
10
分
で
す
。
車
内
で
ゆ
っ
く

り
弁
当
を
開
き
ま
し
た
。
1
両
編

成
で
す
が
車
輌
ト
イ
レ
も
つ
い
て

い
ま
す
。

電
車
は
定
刻
通
り
に
発
車
。

西
脇
市
は
東
経
１
３
５
度
、
北

緯
３
５
度
が
交
差
し
「
日
本
へ
そ

公
園
」
が
整
備
さ
れ
週
末
は
多
く

の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

懸
念
さ
れ
た
天
候
も
快
晴
で
、

初
秋
の
丹
波
路
を
満
喫
し
ま
し
た
。
.

10
月
1
日
午
前
10
時
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
中
央
改
札
口
前
に
集
合
。

今
日
の
参
加
者
は
、
坂
野
さ
ん
、
岡
田
さ
ん
、
谷
村
さ
ん
、
向

井
さ
ん
と
畝
狭
の
5
人
神
戸
線
の
立
花
ま
で
の
乗
車
券
を
買
い
、

４
番
ホ
ー
ム
か
ら
丹
波
路
快
速
篠
山
口
行
き
に
乗
車
、
出
発
。いつ見ても懐かしい彼岸花

大
阪
ー
尼
崎
ー
宝
塚
ー
三
田
ー
篠
山
口
ー
谷
川
（
福
知

山
線
）
ー
日
本
へ
そ
公
園
ー
西
脇
市
ー
加
古
川
（
加
古

川
線
）
ー
明
石
ー
三
宮
ー
芦
屋
ー
立
花
ー
尼
崎
ー
大
阪

加古川線西脇市行き

車内で昼食済ませて

川代渓谷

日本へそ公園駅もうすぐ加古川


